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国立公園利用推進室

国立公園におけるアドベンチャートラベル（以下、AT）推進を目的とした手引書の公表
（2025年３月）。

国立公園におけるアド
ベンチャートラベル推
進に向けた手引書
（2025.3月環境省）

【掲載内容】

第１章 アドベンチャートラベルの基本的な考え方
第２章 体験価値の高い上質なATアクティビティの開発方法について
第３章 ATの集客およびマーケティング戦略について
第４章 AT推進にむけた安全対策・危機管理
第５章 AT推進にむけたサスティナビリティへの貢献
第６章 世界に選ばれるATディスティネーションに向けて

具体的な事例を交えて解説

自然体験アクティビティを提供する観光事業者や関係者が活用することで
優れた自然を守りながら地域活性化を図り、国立公園ならではの魅力を満喫できる
ツーリズムの実現を目指す。
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①-1 国立公園におけるアドベンチャートラベル推進に向けた手引書



国立公園利用推進室

①-２ 国立公園ならではの自然体験アクティビティガイドライン

自然体験アクティビティの品質向上を支援するためのガイドラインを策定。アクティ
ビティづくりや地域づくりに必要となる具体的な取組と、チェックリストをとりまと
めたもの。

☞本ガイドラインの各チェック項目に沿って、事業者はセルフチェックを実施。

国立公園ならではの自
然体験アクティビティ
ガイドラインVer.4.0
（2025.3月環境省）

【ガイドラインにおけるチェック項目】

①アクティビティ開発
（コンセプト・プログラム・外国人対応等）

②安全対策・危機管理
（災害等緊急時への備え、対応・危機管理計画等）

③環境への貢献・持続可能性
（環境保全の取組・地域連携・国際認証等）

☞基準をクリアしたアクティビティを環境省公式ページに掲載
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国立公園利用推進室

■ガイドラインの活用方法（２つのチェックシートを活用）
☞基本的項目（フェーズ１）をクリアした事業者は、発展的項目（フェーズ２）へ移行。

基本的項目 フェーズ１
個別事業者の取組により、アクティビティの
質の確保につながる項目

発展的項目 フェーズ２
地域に貢献する取組や、地域関係者と協働する
ことにより、更なる質の向上を目指す項目

①-２ 国立公園ならではの自然体験アクティビティガイドライン
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国立公園利用推進室

「国立公園に行ってみよう！」サイト

■旅行者への情報提供と地域経済への貢献
フェーズ１のチェック項目を90パーセント以上クリアしたアクティビティは、環境省公式の
「国立公園に行ってみよう！」サイト内の「国立公園ならではの体験をしよう！」に掲載。

掲載アクティビティ数

33公園 / 664アクティビティ

提供している情報

☞アクティビティ概要
（公園、条件ごとの絞り込み検索も可能）
☞実施時期
☞体験時間
☞問い合わせ先
☞事業者のHPリンク

（2025年10月14日現在）

①-２ 国立公園ならではの自然体験アクティビティガイドライン
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国立公園利用推進室

■長期滞在の実現による魅力的なツーリズムの実現と地域活性化
フェーズ１をクリアしたアクティビティを組み合わせた1泊以上のモデルコースを
「国立公園にいってみよう！」サイト内の「国立公園で旅をしよう！」に掲載。

掲載アクティビティ数

30公園 / 39コース

提供している情報

☞モデルコース行程
（アクティビティ毎の詳細確認も可能）
☞コース内の移動方法
☞コースマップ
☞問い合わせ先
☞事業者のHPリンク

（2025年9月30日現在）

①-２ 国立公園ならではの自然体験アクティビティガイドライン
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「国立公園に行ってみよう！」サイト



国立公園利用推進室
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②-1 国立公園制度100周年記念事業「国立公園ものがたり」



国立公園利用推進室

（１）国立公園制度100周年記念事業

令和５年８月４日（金） 新時代のインバウンド拡大アクションプラン推進会合＠総理大臣官邸 環境省資料
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②-1 国立公園制度100周年記念事業「国立公園ものがたり」



国立公園利用推進室

（２）「国立公園ものがたり」の意義

●「国立公園ものがたり」により

●国立公園のブランドプロミス それぞれの国立公園
独自の物語を聞き書き
という手法で可視化し
記録に残す

 地域及び次世代に物語が浸透
 国立公園に対するブランド意識の醸成
 来訪者の感動や学びの深まり
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国立公園利用推進室

（３）成果物

今年度は、三陸復興、尾瀬、吉野熊野、阿蘇くじゅう、やんばるの５公園で実施

令和６年度（初年度）実績
釧路湿原国立公園 雲仙天草国立公園西海国立公園大雪山国立公園
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国立公園利用推進室

（４）活用状況
●国立公園関係地域内の以下の施設等に冊子を配架
・国立公園ビジターセンター
・公共施設（役所、図書館など）
・駅、空港
・観光、宿泊関係施設
その他
・地域の次世代向けに学校等の教育施設での活用

・地元メディアへの配布、記者説明会の実施など

国立公園ものがたり特設サイトでは、それぞれの冊子のPDF版や動画を閲覧可能
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国立公園利用推進室

（５） 国立公園ものがたり特設サイト

環境省公式HP「国立公園に、行ってみよう！」内
国立公園ものがたり特設サイト

釧路湿原国立公園

西海国立公園

釧路湿原国立公園

大雪山国立公園

大雪山国立公園

雲仙天草国立公園
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国立公園利用推進室

（１）目的と期待される効果

 来訪者の満足度が向上、ファン・リピーターの増加
 豊かな自然環境を基盤とした、地域資源の価値の再認識
 地域関係者による主体的な作成・活用・更新にかかる一連の協働により、住民の
誇りが醸成されコミュニティが強化される

 地域外への営業ツールとして活用できる

目的

効果

ガイド
プログラム

ビジターセンター

看板/標識

トレイル

Webサイト 印刷物 SNS

自然体験
ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ
事業者

解説版

現在のイメージ

個々のメディアはあるが全体計画がない
日本インタープリテーション協会資料を基に環境省作成

IP計画は、「ストーリー」と
（来訪者に持ち帰ってもらいたい）
「体験」を軸とした
来訪者との
コミュニケーション戦略

ホテル/旅館
おみやげ屋

IP計画は来訪者との
コミュニケーションを
デザイン

協働
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②-2 国立公園地域におけるインタープリテーション計画について

①体験の質の向上 ②保護と利用の両立 ③地域活性化 ④ブランディング



国立公園利用推進室

テーマ
（メッセージ/
ストーリー）

IP計画の
目的

来訪者に共有したい
ならではの価値

その他、以下を含むものもある
 来訪者分析
 代表的メディア/プログラム
 ターゲット別 提供メディア・プログラム
 サイン/デザイン（ロゴ・フォント含む）

（２）国立公園地域におけるIP計画

完成済 作成中
合計 18 (5) 8  (1)

●国立公園地域におけるIP計画の作成状況
（2025年3月末現在）※ エリア型及び施設型の総数。

(  )内数値は、施設型IP計画の内数

＊「千年の草原を活用した持続可能な観光ガイドライン」(阿蘇)は
一式を１件とカウント

●インタープリテーション計画作成の手引きを作成中

●IP計画の事例
対象 名称 作成主体

奥日光
【エリア型】

奥まで日光を好きになるス
トーリー集

奥まで日光を好き
になるストーリー
集地域事務局

那須
【エリア型】

那須インタープリテーション
全体計画 ～那須を大好きに
なるストーリー集～

一般社団法人
那須町観光協会

富士山麓
【エリア型】

富士山麓を「歩く旅」をもっ
と楽しむSTORY 環境省

那須平成の森
フィールドセン
ター【施設型】

「那須平成の森」
自然ふれあい活動全体計画
(インタープリテーション計画)

環境省

雲仙をもっと好きになるSTORY
雲仙温泉らしさ－雲仙温泉ならではの価値－をお客様と共有するために
雲仙温泉地区インタープリテーション全体計画
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②-2 国立公園地域におけるインタープリテーション計画について
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